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航
空
機
は
第
一
次
世
界
大
戦
（
1
9
1
4
〜

1
9
1
8
年
）
に
軍
用
機
と
し
て
大
き
な
進
歩
を
遂

げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
比
較
的
平
和
だ
っ
た
大
戦
間

に
は
民
間
機
と
し
て
も
発
達
し
、
航
空
は
人
々
の
関

心
を
集
め
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
の
情
勢
が

第
二
次
世
界
大
戦
に
向
か
う
中
で
、
日
本
で
も
民
間

航
空
は
軍
事
の
強
い
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
今
回
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
昭
和
時

代
の
協
会
の
活
動
の
う
ち
、
太
平
洋
無
着
陸
横
断
飛

行
へ
の
挑
戦
と
飛
行
館
建
設
、
そ
し
て
協
会
の
活
動

と
組
織
の
変
遷
を
取
り
上
げ
ま
す
。

❖
帝
国
飛
行
協
会
の
太
平
洋
無
着
陸
横
断
飛
行
計
画

　

1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
5
月
20
〜
21
日
、
リ
ン

ド
バ
ー
グ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
〜
パ
リ
を
結
ん
だ
大
西

洋
単
独
無
着
陸
横
断
飛
行
（
距
離
6
7
0
0
㎞
）
に

成
功
し
た
こ
と
は
、
欧
米
の
み
な
ら
ず
、
日
本
で
も

大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
実
は
、
大
西
洋

無
着
陸
横
断
飛
行
そ
の
も
の
は
1
9
1
9
（
大
正

8
）
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ル
コ
ッ
ク
と
ブ
ラ
ウ
ン
が

成
功
し
て
い
た
の
で
す
が
（
カ
ナ
ダ
の
セ
ン
ト
ジ
ョ

ン
ズ
〜
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ク
リ
フ
デ
ン
間
、
距
離

3
6
0
0
㎞
）、
リ
ン
ド
バ
ー
グ
の
成
功
は
人
々
に

強
烈
な
印
象
を
与
え
た
の
で
し
た
。

　

当
然
な
が
ら
、
太
平
洋
無
着
陸
横
断
飛
行
に
も

人
々
の
関
心
が
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
リ
ン
ド
バ
ー

グ
が
大
西
洋
を
飛
ん
だ
翌
月
の
6
月
8
日
に
は
、
当

協
会
の
前
身
で
あ
る
帝
国
飛
行
協
会
の
開
催
し
た
航

空
懇
談
会
に
お
い
て
、
太
平
洋
横
断
飛
行
の
可
否
が

論
じ
ら
れ
て
挑
戦
の
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
学
者
、
軍
人
、
逓
信
省
航
空
局
な
ど
が
参
加

し
た
帝
国
飛
行
協
会
の
太
平
洋
横
断
飛
行
調
査
委
員

会
、
お
よ
び
太
平
洋
横
断
実
行
委
員
会
の
議
論
を
経

て
、
計
画
が
決
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
計
画
で
は
、
川
西
機
械
製
作
所
（
現
在
の
新

明
和
工
業
（
株
））
が
こ
の
計
画
の
た
め
に
新
規
に

設
計
す
る
飛
行
機
で
、
東
京
近
郊
か
ら
シ
ア
ト
ル
ま

で
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
沿
い
に
約
8
千
㎞
を
飛
ぶ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
費
用
は
70
万
円
（
内

訳
:
飛
行
機
補
償
金
20
万
、
飛
行
人
員
奨
励
金
10
万
、

製
作
奨
励
金
10
万
、
離
陸
場
設
備
費
10
万
、
準
備
並

び
に
実
行
費
20
万
）
で
、
そ
れ
を
「
全
国
民
の
愛
国

的
寄
付
」
で
賄
う
予
定
で
し
た
。
飛
行
士
に
は
後
藤

勇
吉
を
初
め
、
4
人
の
候
補
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
西
が
開
発
し
た
新
型
機
K

−

12
は
、
主
翼
は
木

製
骨
組
み
に
合
板
お
よ
び
羽
布
張
り
、
胴
体
は
金
属

製
骨
組
み
に
羽
布
張
り
と
い
う
構
造
で
、
エ
ン
ジ
ン

は
川
崎
B
M
W
6
型
水
冷
5
0
0
馬
力
を
装
備
し

て
い
ま
し
た
。
高
翼
単
葉
と
い
う
形
態
は
リ
ン
ド

バ
ー
グ
の
乗
っ
た
ラ
イ
ア
ン
N
Y
P
「
ス
ピ
リ
ッ

ト
・
オ
ブ
・
セ
ン
ト
ル
イ
ス
」
号
と
同
じ
で
す
が
、

N
Y
P
が
全
幅
14
m
、
全
長
8
・
4
m
、
燃
料
約

1
1
0
0
L
、
全
備
重
量
約
2
・
3
t
だ
っ
た
の
に

対
し
て
、
K

−

12
は
全
幅
19
・
0
5
m
、
全
長
11
・

6
0
m
、
胴
体
の
重
心
付
近
に
5
0
0
0
L
の
燃
料

タ
ン
ク
を
装
備
し
て
全
備
重
量
5
・
5
t
と
N
Y
P

よ
り
も
大
柄
な
飛
行
機
で
し
た
。

（
P
31
へ
続
く
）

日
本
航
空
協
会
の
１
０
０
年
を
振
り
返
る

（
一
財
）
日
本
航
空
協
会

航
空
遺
産
継
承
基
金
事
務
局

昭
和
編

第2回
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め
ら
れ
た
。
大
き
な
課
題
と
さ
れ
た
の
が
、
各
省
庁
が

ば
ら
ば
ら
に
航
空
機
政
策
を
進
め
て
い
て
非
効
率
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
国
全
体
と
し
て
の
大
胆
な
戦
略
的
取

り
組
み
に
欠
け
て
い
る
。
打
開
の
方
策
と
し
て
、
国
全

体
と
し
て
の
「
司
令
塔
を
設
け
る
べ
き
だ
」
と
提
言
し

て
い
る
。
中
国
な
ど
新
興
国
の
著
し
い
台
頭
も
含
め
て
、

マ
ク
ロ
的
な
最
近
の
世
界
の
航
空
機
産
業（
メ
ー
カ
ー
）

の
動
き
を
踏
ま
え
る
と
き
、
こ
の
先
行
き
、
日
本
の
民

間
機
ビ
ジ
ネ
ス
が
厳
し
い
局
面
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
か
ら
だ
。

　

た
し
か
に
経
済
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
の
観
点
か
ら
の
航

空
機
産
業
あ
る
い
は
航
空
機
政
策
が
な
に
よ
り
も
中
心

課
題
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
の
自
己
責
任
に
お
い
て
の

頑
張
り
が
求
め
ら
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ

が
「
航
空
百
年
」
の
歴
史
に
お
け
る
メ
ー
カ
ー
の
盛
衰

を
思
い
起
こ
す
と
き
、
ど
う
も
旅
客
機
の
場
合
は
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
か
な
か
発
展
は
難
し
い
よ
う
に
も
思
え

る
。
単
に
一
工
業
製
品
と
し
て
の
次
元
を
超
え
る
何
か

が
、
例
え
ば
国
民
的
な
強
い
関
心
や
後
押
し
と
い
っ
た

幅
広
い
支
援
の
プ
ラ
スα
の
要
素
も
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
う
し
た
気
運
を
醸
成
す
る
た
め
の
知
恵
や
工
夫
も
必

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
エ
ア
バ
ス
そ
し
て
一
九
九
〇

年
代
以
降
に
お
け
る
カ
ナ
ダ
の
ボ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
や
ブ

ラ
ジ
ル
の
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
が
、
国
民
の
期
待
と
幅
広
い

支
援
を
受
け
つ
つ
急
伸
長
し
て
い
っ
た
過
程
を
検
証
し

て
み
る
と
、
そ
の
観
を
強
く
す
る
の
で
あ
る
。
た
し
か

に
時
代
背
景
は
大
き
く
異
な
る
の
だ
が
、
五
〇
年
前
の

夏
、
Y
S–
11
の
初
飛
行
に
沸
い
た
日
本
人
の
民
間
機

に
対
す
る
熱
気
を
思
い
起
こ
す
と
き
、
そ
ん
な
時
代
が

か
っ
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
や
懸
念
が
ふ
と
頭
を
よ
ぎ

る
の
で
あ
る
。

（
P
15
か
ら
続
く
）

　

帝
国
飛
行
協
会
は
こ
の
太
平
洋
横
断
機
K

−

12
の
名

前
を
公
募
し
、
総
裁
久
邇
宮
の
決
済
で
「
桜
号
」
と
名

付
け
ま
し
た
。
K

−

12
は
翌
1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年

5
月
15
日
に
初
飛
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
航
空
局

が
こ
の
機
体
を
性
能
不
足
と
判
断
し
た
た
め
に
、
帝
国

飛
行
協
会
の
太
平
洋
横
断
計
画
は
頓
挫
し
て
し
ま
い
ま

す
。
航
空
局
の
判
断
に
は
、
航
空
局
と
川
西
機
械
製
作

所
の
感
情
的
な
対
立
や
陸
軍
と
海
軍
の
対
立
が
影
響
し

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
帝
国
飛

行
協
会
で
は
、
責
任
を
取
っ
て
長
岡
外
史
以
外
の
理
事

23
人
全
員
が
10
月
29
日
に
一
旦
辞
職
し
て
、
11
月
5
日

に
再
び
辞
職
し
た
全
員
が
選
任
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
の
た
め
の
訓
練
飛
行
中
に
事
故
が
起

こ
り
、
後
藤
勇
吉
が
亡
く
な
る
と
い
う
悲
劇
も
あ
り
ま

し
た
。
計
画
が
中
止
に
な
る
ま
で
に
集
ま
っ
た
寄
付
金

は
12
万
4
千
円
、
そ
の
う
ち
11
万
4
千
円
は
訓
練
な
ど

に
支
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
川
西
は
2
機
製
作
し
た
K

−

12
の
費
用
を
帝
国
飛
行
協
会
に
寄
付
す
る
こ
と
と
し
、

帝
国
飛
行
協
会
は
川
西
機
械
製
作
所
に
奨
励
金
3
万
円

と
感
謝
状
を
贈
る
こ
と
で
、
帝
国
飛
行
協
会
の
太
平
洋

無
着
陸
横
断
飛
行
計
画
は
幕
が
降
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
太
平
洋
の
無
着
陸
横
断
飛
行
に
初
め
て

成
功
し
た
航
空
機
は
、
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
に
世

界
一
周
の
途
中
で
日
本
に
立
ち
寄
っ
た
ド
イ
ツ
の
飛
行

船
「
グ
ラ
ー
フ
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
」
号
で
し
た
。
ま
た
、

飛
行
機
で
は
、
パ
ン
グ
ボ
ー
ン
と
ハ
ー
ン
ド
ン
の
2
人

が
乗
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ラ
ン
カ
・
ス
カ
イ
ロ
ケ
ッ
ト

「
ミ
ス
・
ビ
ー
ド
ル
」
号
が
1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年

に
青
森
県
淋
代
〜
ワ
シ
ン
ト
ン
州
を
飛
ん
で
太
平
洋
無

着
陸
横
断
飛
行
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
日
本
人

に
よ
る
太
平
洋
無
着
陸
横
断
飛
行
は
1
9
3
9
（
昭
和

14
）
年
に
世
界
一
周
を
成
功
さ
せ
た
三
菱
式
双
発
輸
送

機
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
号
が
最
初
で
し
た
。

❖
飛
行
館
の
建
設

　

飛
行
館
は
、
帝
国
飛
行
協
会
の
会
館
と
し
て

1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
7
月
1
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

本
拠
地
と
な
る
会
館
の
建
設
は
1
9
2
2
（
大
正
11
）

年
に
策
定
し
た
帝
国
飛
行
協
会
の
第
二
期
事
業
計
画
に

す
で
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
1
9
2
5
（
大
正

14
）
年
に
は
当
時
の
東
京
市
芝
桜
田
本
町
（
現
在
の
港

区
新
橋
一
丁
目
）
の
空
き
地
と
な
っ
て
い
た
陸
軍
用
地

を
7
万
8
千
円
で
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
、「
民
間
航
空
事
業
ノ
発
展

上
会
館
建
設
ノ
切
要
ナ
ル
ハ
敢
テ
多
言
ヲ
要
セ
サ
ル
処

ニ
シ
テ
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
『
帝
国
飛
行
協

会
会
館
建
設
ニ
関
ス
ル
委
員
報
告
』
を
受
け
て
、
理
事

会
で
建
設
を
可
決
し
て
い
ま
す
。

　

副
会
長
の
陸
軍
中
将
長
岡
外
史
を
委
員
長
と
し
た
建

設
委
員
が
組
織
さ
れ
、
当
初
の
計
画
案
で
は
、
50
万
円

日
本
航
空
協
会
の
１
０
０
年
を
振
り
返
る
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の
建
設
費
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
4
階
建
て
（
1
階
は

各
種
模
型
・
機
材
そ
の
他
の
陳
列
室
、
2
階
は
航
空
図

書
館
、
3
階
は
貴
賓
室
と
事
務
室
、
4
階
は
大
講
堂
）

と
い
う
計
画
で
し
た
が
、
竣
工
し
た
と
き
に
は
地
下
1

階
、
地
上
6
階
建
て
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
設
計
は
佐

藤
功
一
工
学
博
士
に
委
嘱
し
、
施
工
は
竹
中
組
で
し
た
。

佐
藤
功
一
は
、
1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
に
完
成
し
た

早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
講
堂
の
設
計
に
参
加
し
て
お
り
、

飛
行
館
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
日
比
谷
の
市
政
会
館
を
設
計

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
竹
中
組
は
約
42
万
円
で
受
注
し

て
い
ま
す
。
当
初
、
1
階
に
資
料
展
示
室
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
1
9
3
8
（
昭
和
13
）
に
日
本
航
空

輸
送
株
式
会
社
の
営
業
所
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
1
階
全

フ
ロ
ア
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
展
示
物
は

上
野
の
科
学
博
物
館
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
を
代
表
す
る

民
間
航
空
団
体
の
本
拠

地
と
な
っ
た
飛
行
館
に

は
、
来
日
し
た
海
外
の

飛
行
家
が
訪
れ
る
こ
と

も
多
く
、
そ
の
歓
迎
会

や
講
演
会
の
開
催
な
ど

で
航
空
に
関
す
る
情
報

を
発
信
す
る
基
地
の
役

割
も
果
た
し
た
よ
う
で

す
。
1
9
3
1
（
昭
和

6
）
年
に
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
列
島
沿
い
に
飛

行
し
て
来
日
し
た
リ
ン

ド
バ
ー
グ
夫
妻
も
飛
行

館
に
来
館
し
て
、
日
本

の
航
空
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
徳
川
好
敏
と
面
会
し
て
い
ま

す
。
1
9
7
6
（
昭
和
51
）
年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
、

飛
行
館
は
日
本
の
民
間
航
空
の
一
拠
点
と
し
て
多
く
の

人
が
集
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

❖
帝
国
飛
行
協
会
の
活
動
と

　大
日
本
飛
行
協
会
へ
の
組
織
替
え

　

帝
国
飛
行
協
会
は
、
民
間
の
航
空
活
動
を
振
興
す
る

手
段
と
し
て
飛
行
大
会
や
講
演
会
の
開
催
な
ど
を
し
た

こ
と
は
前
回
触
れ
ま
し
た
が
、
航
空
機
の
発
達
に
伴
っ

て
民
間
航
空
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
く
る
と
、
様
々

な
奨
励
金
、
補
助
金
を
交
付
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
飛
行
場
の
開
設
・
維
持
に
対
し
て
は
補
助
金

を
、
ま
た
操
縦
士
免
許
を
取
得
し
た
も
の
に
は
奨
励
金

写真2　飛行館の絵ハガキ。右上の円の中は、屋上に建立さ
れた航空神社

写真3　新橋・日比谷近辺の空撮写真の絵ハガキ。円で囲ん
だ建物が飛行館。左上には日比谷公園の市政会館が
見えます

写真4　飛行館1階の展示室の様子。展示されている飛行機
は、陸軍から寄贈されたフランス製のドボワチン
D1C1

写真5　飛行館に来館したリンドバーグ夫妻。帝国飛
行協会の副会長・橋本圭三郎が「有功章」と
いうメダルを贈る様子
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を
交
付
し
て
い
ま
す
。
1
9
3
4
年
（
昭
和
9
）
年
に

は
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
製
作
に
も
補
助
金
を
、
1
機
に
つ
き

百
円
以
内
と
い
う
上
限
付
き
で
交
付
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
イ
ダ
ー
は
、
1
9
0
9
（
明
治
42
）
年
に
フ
ラ

ン
ス
人
の
海
軍
中
尉
ル
プ
リ
ー
ル
が
上
野
の
不
忍
池
畔

で
自
動
車
曳
航
に
よ
る
浮
揚
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
日
本
で
は
製
作
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
、
帝

国
飛
行
協
会
の
元
職
員
で
も
あ
る
海
軍
少
佐
・
磯
部
鈇

吉
が
ド
イ
ツ
で
設
計
さ
れ
た
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
製
作
し
て

日
本
に
於
け
る
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
初
飛
行
に
成
功
す
る
と
、

状
況
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
特
に
、
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
グ
ラ
イ
ダ
ー
（
写
真
参
照
）
と
呼
ば
れ
る
シ
ン
プ

ル
な
構
造
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
、
長
距
離
は
飛
べ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
十
数
人
で
ゴ
ム
索
を
引
っ
張
る
こ
と
で
発

航
で
き
、
そ
の
手
軽
さ
か
ら
飛
行
機
の
操
縦
を
体
験
で

き
る
も
の
と
し
て
人
気
を
博
し
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
イ

ダ
ー
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
人
気
が
高
ま
り
、
幻
に
終

わ
っ
た
1
9
4
0
（
昭
和
15
）
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
は
競
技
種
目
の
一
つ
に
な
っ
て
い

た
ほ
ど
で
す
。
協
会
が
補
助
金
を
交
付
し
た
グ
ラ
イ

ダ
ー
に
は
、
帝
国
飛
行
協
会
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
奨
励
金
・
補
助
金
の
元
と
な
っ

た
の
は
寄
付
金
や
会
員
の
支
払
っ
た
入
会
金
で
し
た
。

1
9
3
4
（
昭
和
9
）
年
度
に
は
約
17
・
5
万
円
だ
っ

た
寄
付
金
は
、「
神
風
」
号
が
東
京
〜
ロ
ン
ド
ン
間
を

往
復
し
た
1
9
3
7
（
昭
和
12
）
年
度
に
は
約
38
・

3
万
円
、
そ
の
翌
年
度
に
は
57
・
6
万
円
と
増
え
続
け

ま
し
た
。
ま
た
、
1
9
3
4
（
昭
和
9
）
年
度
に
は
約

4
千
8
百
人
だ
っ
た
入
会
者
は
1
9
3
8
（
昭
和
13
）

年
度
に
は
約
2
万
7
百
と
な
り
、
人
々
の
航
空
に
対
す

る
関
心
と
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
様
子
が
窺
え

ま
す
。

　

時
代
は
し
か
し
、
戦
争
へ
と
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
翌
年
・
1
9
4
0
（
昭

和
15
）
年
の
9
月
19
日
、
帝
国
飛
行
協
会
は
閣
議
に

よ
っ
て
、
日
本
学
生
航
空
連
盟
、
日
本
帆
走
飛
行
連
盟
、

大
日
本
青
年
航
空
団
を
統
合
し
て
「
財
団
法
人　

大
日

本
飛
行
協
会
」
へ
と
組
織
替
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

帝
国
飛
行
協
会
の
寄
付
行
為
に
「
本
会
ハ
航
空
ニ
関
ス

ル
諸
般
ノ
進
歩
発
達
ヲ
奨
励
シ
且
其
ノ
趣
味
智
識
ノ
普

及
ト
会
員
相
互
研
究
ノ
便
利
ト
ヲ
謀
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト

ス
」（
総
則　

第
一
條
）
と
定
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対

し
て
、
大
日
本
飛
行
協
会
の
寄
付
行
為
で
は
「
本
会
ハ

航
空
ニ
関
ス
ル
訓
練
及
ビ
指
導
ノ
実
施
、
航
空
思
想
ノ

普
及
徹
底
並
航
空
諸
般
ノ
進
歩
ヲ
図
リ
以
テ
国
防
ノ
完

成
ニ
寄
与
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
」（
総
則　

第
二
條
）
と

定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
そ
れ

は
軍
国
主
義
の
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
終

結
す
る
と
、
連
合
国
は
日
本
人
の
航
空
活
動
を
禁
止
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
日
本
航
空
協
会
は
解
散
し
、

一
旦
そ
の
歴
史
に
幕
を
引
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

写真6　プライマリーグライダー。1938（昭和13）年10月15
日～11月25日、桐生飛行場。帝国飛行協会の開催した
第六回滑空機指導員講習会での撮影

写真7
帝国飛行協会のエンブレムが
描かれたグライダー。操縦席
に座っているのは、日本帆走
飛行連盟が1935（昭和10）
年にドイツから招待した当時
のグライダーの第一人者、
ウォルフ・ヒルト




